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穴 :
900*1200mm

S=1/75

屋根 :
ポリカーボネート｜N邸瓦礫 サルベージ
木板 12mm｜N 邸瓦礫 サルベージ
垂木 12*6mm｜雨漏り抑え材廃材 サルベージ

補助材 :
根太材｜旧北野邸 解体材

側面 :
建具｜N邸瓦礫 サルベージ

束 :
不明木材 30 角｜N邸瓦礫 サルベージ
下見板抑え材 30 角｜N邸瓦礫 サルベージ
建具 解体材｜旧北野邸 解体材

S=1/75

溝 :
既存土間 グラインダー削り出し
max 20mm 

~
 min 0mm

S=1/75

棚板 :
下見板材｜N邸瓦礫 サルベージ
PP ロープ縛り固定

下地 :
既存下地 解体
竹材 割り加工｜N邸ストック サルベージ

S=1/75

足 2:
12*6mm｜雨漏り抑え材廃材 サルベージ
h=835mm
ほぞ加工

固定 :
pp ロープ
天板 穴加工通し

足 1:
下見板抑え材 30 角｜N邸瓦礫 サルベージ
既存建具に突っ張り固定

天板 :
下見板材 12mm｜W 邸瓦礫 サルベージ

S=1/75

背板 :
振り止め材 12*6mm｜雨漏り抑え材廃材 サルベージ

足 1:
01_ 穴 廃材｜旧北野邸 解体材
105*45mm h=1200

天板 :
ストック材 コラージュ｜サルベージ
t=6±3mm

足 2:
根太材｜N邸瓦礫 サルベージ

補助材 :
根太材｜N邸瓦礫 サルベージ

S=1/75

吊るし材 :
竹材｜N 邸ストック サルベージ

吊木 :
下見板抑え材 30 角｜N 邸瓦礫 サルベージ

受け :
ほぞあり材 ほぞ利用｜サルベージ

S=1/75

天板 :
ストック材 コラージュ｜サルベージ
t=6±3mm

受け材 :
根太材 30 角前後｜サルベージ

酒ケース :
隆起した海岸よりサルベージ

S=1/75

ファサード :
下見板材 12mm｜W 邸瓦礫 サルベージ

床 :
木板 t=12mm｜旧北野邸 解体材
根太 45 角 @300｜旧北野邸 解体材

受け材 :
丸太 φ=60mm｜
N邸ストック サルベージ

棚受け :
ストック材 コラージュ
t=6±3mm｜サルベージ
角棒 12*15mm｜輪島市
解体材 サルベージ
下地ほぞを利用し固定

既存 :
押入れ 解体
筋交下間柱 解体

S=1/75

01_ 経過を覗き見る穴 02_ ピアノの鞘囲い 03_ 土間の排水溝 04_ 提供口 05_ 見世カウンター 06_ 掲示椅子 07_ 人を迎える垂れ幕 08_ 小さな椅子 09_ くぐり扉裏の薪棚

n=1 の土間上部は、雨漏り被害が深刻
なことを理由に、マスタープランでは将
来吹き抜けにする予定である。そこに土
間の経過を記録するための穴を開けた。
動機は 2 階からでたガラ袋を 1 階に下
ろすためである。

譲り受けたピアノでコンサートを行うと
いう要求に対し、雨から守るための構造
物を設計。穴の下に人の居場所は作るの
ではなく、ピアノを置くことで空間にヒ
エラルキーを作り出す。土間内部を有効
に使うことを目指した。

土間には水勾配がなく、雨が降るたびに
水たまりができていた。向こうしばらく
直せない雨漏りに応答すべく、排水溝を
設計。長い年月にわたって踏み鳴らされ
てきた微地形を解釈し直し、微視的な川
を作り出す行為であった。

n=1 → n=2 への入り口の設計。街のア
イコンとなっている「明治牛乳」の冷蔵
庫を集まる土間からも見えるようにする
必要性から、壁を解体し、ファサードを
作るガラス張りの空間を一体化すること
が動機である。

集落では珍しいガラス張りのファサード
を最大限に活かすために、小さなモノの
居場所を作るようにカウンターを設計。
黒島のファサードを作っている格子 / 
見世の形式を引用し、内側からの見え / 
見立てで実現している。

この建物は事業者 - 街、来訪者 - 地域の
インターフェースにするべきだ。ファ
サードの手前部分を見世の形式に見立て
る補助線を引くために、掲示の機能を持
つ椅子を設計した。外に持ち出せばパブ
リックファニチャーにもなる。

見世の形式を引用し、土間に補助線を入
れるための垂れ幕の設計。上部見えがか
り線が作られることで、通り側に空間の
レイヤードか作られ、伸縮するモノが収
納される、またそのモノがファサードを
作る空間を作る。

使用時 / 未使用時で伸縮する小さな椅
子の設計。集会時に座るための椅子を酒
ケースを椅子に読みかえる天板で解答し
た。片側についた留め材が交互に重なり、
スタッキング性能も担保している。

廃材の循環をコントロールする起点が必
要であった。続いていく施工で出る木材
のストック ~ 破棄までのプロセスの中
で、端材を一旦ストックしておく薪棚を、
新規動線として解体した押入れに設計し
た。

令和 6 年１月１日に発生した能登半島地震の被災地に関わっています。全くの非当事者ではありますが、
建築を 4 年間学んだ 1 人の人間として、今被災地で自分が何ができるのか考えています。

日本建築学会主催建築文化週間学生 WS2024 の実行委員を務め、東京で、「自分はどのように被災地に
関われるのか」をより多くの人と考えようと、展示、ワークショップ、シンポジウムを開催しました。

実行委員：19 大学 35 名｜協賛金 115 万円
右側：展示 / ws 会場写真 塩見悠一郎撮影

外から来た
人 /作り方 /考え方

もしかしたら治る
or

薬に依存する体

抗体

サポート

自ら復興していこう
という気概

薬

建築家

輪島市門前町黒島町にご縁があり、3 ヶ月ほど住み込みで参与観察をしながら、被災した物件を改修さ
せていただく機会をいただけました。どのように改修するか、その方法論から探り直しています。

被災状況と機能変化に応答するように、全体計画の合意
形成を図面で行いました。この計画の中では、ある程度
現場判断で自由に意思決定を行えるように機能します。
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屋根
新規瓦葺き替え

2F天井
既存仕上げ解体
新規仕上げ

2F壁
断熱工事

2F壁
断熱工事

1F床
断熱工事
新規 仕上げ

1F天井
既存仕上げ,2階床部分 一部解体

既存土間
排水システム構築

2F天井
既存仕上げ解体
下地表し
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居室
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土間

奥庭
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既存仕上げ,2階床部分 一部解体

屋根
新規瓦葺き替え

2F天井
既存仕上げ解体
新規仕上げ

2F天井
既存仕上げ解体
下地表し

既存土間
排水システム構築
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土蔵
危険 使用を停止
当面物置として利用

土間上部
雨漏りによる腐食
解体後吹き抜け空間に

ワークショップ
ロフト

居室 居室
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n=1

DIY

倉庫

ワイン土間

玄関

コワーキング

食事

台所

風呂

前室

土蔵

見世
見世

奥庭

ジビエ

ジビエ解体処理施設
建設予定地

倉庫

既存 水回り 解体
新築 ジビエ解体処理施設

土蔵
危険 使用を停止
当面物置として利用

奥庭
通行動線 整備

押入れ 解体
新規 土足動線整備

ファサード
見世に見立て直す什器 整備

ファサード
見世に見立て直す什器 整備

既存壁
冷蔵庫が見れるよう整備

作り途中から地域の人に集まってもらい、皆で集まり、未来のことを考
える場所にするという気概を醸成すべく、集まる機会も形成しました。

左：24.11.28 掲示板にフライヤーが掲示されている 制作者撮影
左：フライヤー デザイン：飛川優
右上：11/26 お茶会ピアノコンサート｜右真ん中：12/1 同イベント
右下：2/2 お茶会ピアノコンサート（設計者不在）

すぐには大きな予算を当てられないので、今手に入る材料で、黒島の文脈を
引用して、仲間との手仕事のスケールから、空き家に新しい役割を与え、調
和した環境を整備するプロセスをとりました。

黒島地区

解体材 /瓦礫 コミュニティ
アーカイブ

令和 6年
能登半島地震

インストール 次に考えうる

使われ方へ

旧北野邸

文脈 , 価値

半田洋久

仲間たち

呼ぶ

施工

収集

拾い上げる 翻訳・計画

制作聞く・習う・驚く

集まる

住民 未来の風景へ繋ぐ

フローチャート

n=3

n=1

n=2n=2

n=1n=1

この建築のビルディングタイプは倉庫です。そして、管理するリソースを用意できません。なので、使
い方の解像度を上げ、また建築と人の応答を繰り返し続けるため、下記の設計手法を取りました。
① n=1 の空間にモノを投げ入れる / 即物的に作る｜方法
　 使い方が想起 / 運用される

② n=1+1 の空間について、その使い方が想起される｜結果

③ n 回続く (n=k+1)

n=1

n=1+1

n=k+1

n=1
01, 02, 03, 04, 
06, 07, 08, 09, 10

n=2
04, 05, 06

n=3（施工未定）
09, 10

建築で起こる活動は、街と集落の人々、ひいては外部の者と集落の人々の接地面になることを想定して
います。人の使い方 / 集まり方 / 用途によって、様々な空間の展開の仕方が想定されます。
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内部展開時｜S=1/125

外部展開時｜S=1/125
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n=1

n=2

各室には立面展開図を埋めていくように、次々とモノが置かれていきました。能登半島地震を機に、黒
島の文脈を適宜拾い上げながらサルベージした材で作られる造作は、生きたアーカイブでもあります。

ヒトがいる、モノがある、暮らしがある。

モノがこわれる、ヒトがうごく、暮らしもこわれる。

暮らしを考える、モノがあつまる、ヒトもあつまる。

皆で思う、皆で考える、集えたことを祝う。

モノがうごく、ヒトもうごく、また、暮らしがある。

位 置 付 け  ： 作 り 手 の 介 入 方 法 の プ ロ ト タ イ プ ｜ 問 い  ： 私 / 私 た ち は 被 災 地 で 何 が で き る か  ？

、私 は 被 災 地 に お け る 新 し い 建 築 の 建 て 方 を 考 え ま し た。

、ヒトがいる、モノがある、暮らしがある、 － 場所の再調整、仲間との実装の経過報告。令和６年能登半島地震被災地、黒島地区から －
2024.11.23~ @ 石川県輪島市門前町黒島町

01-a. 非当事者として被災地に入り込み、

02-a. 建物を活用可能にする MP を作り、

03-a. 「n 次設計手法」で関わる人の思いを紡ぐ、

01-b. 遠方の地で被災地への関わり方を考え、

02-b. 皆で未来を考える気概を作り出し、

03-b. ありうる未来の出来事の舞台になる、

01-c. 現地事業者から仕事を請け負い、

02-c. 設え / 什器単位の手仕事から解答し、

03-c. 黒島の縮図が記述されていく、

01. Background / 非当事者として

02. Process / そこに建築家は可能か

03. Architect / 建築家として

t

t

t

0074

25.01.30

旧北野邸の活用に関する説明会

25.02.03 ｜第 3回お茶会ピアノコンサート会場

場所を成立させている様々なモノを、ある行為が意図をもって調和した関係に整備する

25.01.30

08_ 小さな椅子

※設計者不在

n=1, 2 内部立面展開図｜S=1/200

※設計者不在

※設計者不在

25.02.03

第 3 回 お茶会ピアノコンサート

25.01.30

05_ 見世カウンター

25.02.03

第 3 回 お茶会ピアノコンサート

25.01.30

06_ 掲示椅子

改修後平面図｜S=1/450 改修後断面図｜S=1/200


